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アルファベットの構造①



アルファベットの構造②



2001 年まで中学校習っていた英字筆記体（cursive）



【ベジェ曲線】線で構成していく作り方



ベジェ曲線で制作していく正円



ベジェ曲線トレース練習②



ベジェ曲線トレース練習③



簡単なベジェ曲線。
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②あらかじめ落としどころを想定した作字。
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日本語について
スペースをいっぱい使用した作字

100×100 を 20×20 の正方形で構成



角マルの作り方



①通常のフォントを加工し、縦横比を変えてみるやり方。
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エレメントをまもりながら作っていく方法。
このエレメントを使って「道の駅清流の里ひじかわ」を制作してみよう。



面の輪郭で構成した文字なのか線で表現した文字なのか分からないところが個性を創出している。
また、「私」の文字のようにどちらが側が外でどちら側が内か困惑しそうなギミックを使いオリジナリティを
作り出している。デザインの表現においてはオリジナルなものは大事な要素なので習得して欲しい。

【問題】「東京スカイツリー」の文字を下記のようなギミック（仕掛け）を使って表現しよう。


